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の もの の 連続測定 を行い ，之等諸因子の 治療に よ る変動

を も観察 した．

　 41．当教室最近 10力 年間に於 け る 習慣性流早産

患者の統計的観察

　　（名市大）　渡辺金三郎 ， 飯 田茂樹 ， 大野義彦

　　　　　　　　蟹江挽基 ， 小 寺　隆 ，森川 重 正

　　　　　　　　森田 　潤， 原 田高和

　 習慣性流早産の 原因 は種女 で あ り而 もそ の 因子 の うち

に は未 だ発生 原因の 不明の もの さ えあ る．從つ て こ れが

系統的原因 の 臉素 と系統的治療指針の 確立 とは現下 に於

て 最も望まれ て い る とこ ろであ り，吾・it　ra数年前 よ りこ

れが研究を企図し既 に 其の 原因の 1っ として頸管無力礦

大症 とこ れ が 頸管整形手 徳とそ の 濳療成績にっ い て 報告

し て 来 た が，今囘は 習 慣 性 流早産患者 の 実態を把握 す べ

く最近珊 年問 に於 ける当教室外来患者を対象 として 本症

患者 の 統計学的考祭を試み興味あ る知見 を 得たの で報告

す る．

　 1） 最近10年間 に於ける 習慣性流早産患者の 頻度 は，

外来患者総数 53785例に 対 し394倒0．73％ な る も，年度別

亀こは漸次増加の 傾向が 認 め ら れ 最近 3 年間 の 頻度 は 約

　1．2％であっ た．

　 2） 該当患者 の 流早産囘数は 3囘が最も多 く，そ の 頻

度は該当患者数の 66，8％ を しめ 次 い で 4 囘IS．O％LX下冏

鞦の 増加 に伴い 漸減傾向を 認め た．

　 3） 該当患者 に於 け る原発及び続発の 区別は流産例に

於ては原発3τ。6％，続発 2T．4％，流早産合併例 に於 て は

源発21．1％ ， 続発 8．4％，早産例では原発 4，0％ ， 続発

1。5％で あ つ た．

　 4） 該当患者 の 初診時年令は原発性 の もの では26〜30

才 の 者 が 全体 の 25．6％で最も多 く以下31〜35才 ， 21〜25

才 の 順とな つ て い る．続発例では原発例 よ りも若干年代

釣 に高令で 31〜35才 の 者が 最 も多 く全体の i1．2％ ， 以下

26〜30才 ，36〜 40才 の 順で あ っ た。

　 5） 該当患者 の 結婚年令は 原発並 び に 続発共20〜24才

を 最多 と し特別 の関簾を認 め な か っ た。

　 6） 該当患者 に 於 け る原因疾患 と して は，性器炎症性

疾患後 ， 人工 妊娠中絶後 ， 並 び に 頸管及び腟部病変 ， 及

び 子宮位置 異常 が 最も多 く全体 の 約30％ を 示 した．原因

不 明例 は約 19％であ り， 性ホ ル モ ン 異常は当然之 に 含 ま

れ る もの であ り， 此等の 險索が重要な
一
課題である こ と

を 知 り得 た．

　T） 血L液型 の臉索 に 於 て は 適合群不適合群ぼ ぼ 同 黙 に

存す る こ とを 認 め た．但 し直 ちに こ れ が原因 を な して い

る と断定 し得た例は筺か に 3 例であつ た．

　8） 子宮卵管造影法を施行 した影像所見では 主病変部

位 の 子宮頸部 に存 ナる者 は 全体 の 54．0％で と くに 内子営

口部擴大瘢痕例 が 多 く子宮体部病変を認 め る者 は 全体の

25．5％で子宮体低緊張例が多 く認めちれた．

　 42．外妊の 内膜所見 ， 特 に腺 の変化 に つ い て

　　　　　　　（都立 大久保） 三 宅秀 郎 ， 丸 山正 義

　当院の 最近 2年半の 外妊 96例中， 原則とし手術前；こ掻

爬 し た T6例 の 内膜 の 所見 （凝血 ，壊死等 の 標本不適 6 例

あ り）．

　1． 間質の脱落膜化30亂 　（± ） 3 例 ， （
一

） 37例で

あ る．脱落膜 細胞は 退行変性 を示すもの多 く， 叉 小原 の

い う血管反應1ま 丁例に見 られ た．

　2．　内膜腺を假 に 次の 如 く分 けた （a）Opitz の 圖示 し

た 定型的妊娠腺 ，　（b）a の 変形で，Opitz も妊娠腺 と し

て い る群 ， （c）河合，鈴木叉｝ま Arias・Stella の 述べ た

特殊像の群， （d＞以上の a
，
b

，
c に ｝よ該当しな い が 妊娠と

関係あ り と思 わ れ る腺変化を示す群， （e ）其 の 他．

　 （d）は p 腺 は 円 形 乃 至 楕 円 形，腺 上 皮は 扁平で低 く，

核は濃染 し ， 原形質は円味 を帯び ， 酸好性 を 示 し ， 空泡

が 見 られ ない ．　（a）とは 乳弊状 な き点 ，　（c ）とは核 の 異

型，多形性 の な き点 で 異な る．從 来 こ の 群 の 記載 が 少い

が 後述の 如 く存在價値 が あ る．
’
3．　 （a）群 2例， 2例共脱落膜化 （D 化） あ り， （b）

群 13例 中 D 化を 11例 に 認 め た．中 7例 で は 他 の 場 所 に

（d）艨 が あ る．　（c）群 9例 巾D 化 あ る もの 3例， （d）舞

31例中D 化あ る もの 12例である．尚本群巾 には 他 の 場所

が 分泌期叉 は増殖期像を 示 して も，

一
部に そ の 特徴があ

れ ば 入 れて あ る q 夊往々 に して ホ群像は 崩壊し散在す る

か ら注意を要 す．

　4。 フ リードマ ン 法を同時 に施行 した成續 は ， 陰性 5

例，陽性 12例であ る．陰性 5例は何れ もD 化 は な く，

a ，c，d 像各 1例 あ っ た．陽性 12例申D 化 3 例 （b 像を 伴

う），D 化はない がd鱇あ るもの 8例 ， 腺変化な き もの 1

例 だ つ た．

　5． 從 っ （從来 D 化の 妊娠反應的價値 よ りも，腺変化

（a）〜 （d）を 加味 し （考 え る と ， は る か に 高 率 とな る．

自驗例でもD 化¢）率約 40％が ， SO％ に ま で上 昇す る こ と

と な る．之 は組織的に機鮨性出血等内膜変化を主 とした

檢 査 時 に ，
unsuspeeted 　case か ら捨い 上 げ る の に 役立

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

Ygo− 36 第 3 群 　 妊娠 に 関 す ろ 問 題 日 産掘｝誌 12卷 2 ・号・臨 時増 干彦

っ か ら重要で あ る．妊娠に関係した 疾患 と判明 した ら，

此 の 補助診断法 を併用 し て糟査すれば よい ．

　 か くて 昔 Opitz が D 化 よ り も腺変化 を 重覗 し，其 後

Sturgis，　Arias−Stella，本邦
』
ごは 河合 ， 鈴木が 賛 して い

る こ とは ， 内膜の 妊娠性変化 を 知 る 上 に 重要 と云 わねば

な らぬ ．

　6e 又 外妊手 術後内膜掻爬 を 行 うこ とが 望 ま しい ．先

ず無審であ り， 早期 止 111匸の 利がある外に ， タト妊 を掻爬 し

た 時の 肉眼的所見 （更に組織像） を経驗 す る に 好都合

で ， 特 に 修練時代 に 然 りで あ る．

　Te 無出血叉は 急性重症例以外では ，診査 掻爬は肉眼

的に内容を明視 し得る点 と，組織的に は内膜所見が Hor

monspiegel を 示 す 点 か ら，他法 と併 用 す る 價値 が あ

る。即 ち腺変化を主 とす れ ば妊娠反應的便値が 高 く ， 臨

床経過 と対比すると之 の み でも外妊を疑え る こ とが あ る

（フ リードマ ン 法の 如 く）．

　43．海溟 の 実験的結核症 に お ける 妊娠，分娩，

産 褥及び仔の 発育に関 する研究 （特に性周期を 中

心 として）

　　　　　　　　　　　（國立久 里 濱）　 今井 宣男

　研 究口的

　1） 結核罹患動物 （海狽）及び抗結核化学療法実施後

の 結核罹患動物の 妊娠，分娩 ， 産褥及 び 性周期に関する

研 究．

　2＞ 結憧罹患動物及び抗結核化学療法実施後 の 結核罹

患動物 よ り出生 せ る仔獣の 発育 ， 性周期 ， 虹娠 ， 分娩 ，

産褥iにつ い て の 研 究。

　研究方法

　1） 化学療法 1，S ス 1・マ イ ，
パ ス g ヒ ドラ ジ ッ トの 3 者

併用 （毎 日 法） を 3 ヵ 月間連続．

　2） 結核茵 （H 、，
RV ）接種部位　皮下 （1群 よ りW 群

ま で）腹腔 内 （v 群）

　 3） 被檢動物群 を化学療法実施群 （A ） と非実施結核

罹患群 （B ）及び健康群 （対照）に大別 しA ．B 兩群を

更に交尾 時 期 に よ り夫 々 1群 よ り V 群 に細別 した。

　AI 群 ： 菌接種 は 3 週 間 日よ り化 学療 法 を 行 い 終 了 直

後交尾 させ た 群．

　Bl 群 ：AI 群 と同時期 に交尾 させ た 結核群．

　AII 群 ：菌接種 ti　1 ヵ 月同 よ り化学療法を 行い 終了直

耄蓬交尾させ た群．

　BII 群 ：AII群 と同期 口に交尾させ た群．

　 （以 下 BIII 群，　 BIV 群 ，
　 BV 群 にっ い て も 同様）

　AIII 群 ：菌 接種後 2 ヵ 月 日 よ り化学療 法を行 い 終了

直後変尾 きせ た群．

　AIV 群 ： 菌接種後 3 ヵ 月 日 よ り化学療法 を行 い 終了

直後交尾 さ せ た 群。

　AV 祥 ：腹腔内 鐘接種後 2 ヵ 月目に化学療法 3 カ 月 を

行い 終了直後交尾 させ た群，

　研究成績

　1＞ B 群でほ BI，　BII 群 ま で 生 存仔 を 得た が BIIIr

BIV ，
　BV 群で 1：｝：1 例 も生 存仔 を得 ら れ ず ， 非妊か流童

で あ つ た ．

　2） A 群で も化学療法の 開始 が遲 れ る程流死産 が 多 く

な り，ま た妊娠持続期調も漸次延長 レ，出生 せ る 仔獣の

偉重も漸次減少す る傾向が見られた．

　3） 妊娠成立 迄の 性周期 の 比 較 で ｝ま，B 群獄 A 群 に比

して 明らか に 不規則 とな り， 妊娠成立 （叉 は 交尾の 時期）

が遲 れ る 程発情期 の 発現頻度 が減少す る・

　4） 出生 仔 獣 の 数 　化学 療 法 実 litttの 遲 れ るに 從 い 親 1

匹あ た りの 平均出産仔数も減少す る傾 向 に あ っ た。

　5） 産褥期の 体重の 推移及 び 牲周期 に つ い て は ，爆

群 よ り Av 群 の 間 に著 明 な 差 は 認め られ な か っ た。

　6） 仔獣の 発育状態 体重 の 増加 率で は 殆 ん ど有意の

差は ない が、性周期 の発現 の 遲速では化学療法実施 の 遲

い 程 性 周 期 の 発現が 遲 れ る傾向に あ っ た．

　7＞ 仔獣の 妊娠期間の 比較で ほ 殆 ん ど 全群 に 蓍 明 の 差

は 認 め られ なか つ た．

　の 第 3代の 仔獣の 発育状態，性 周期の 発現 につ い て

は 窮 2代 と」七較 し て 著 変 な く，結懐症の 影響 は 特 に認 め

られ な か つ た。

　9） 性周期 の 機素 に よ り所謂靜止 期 に も交尾 す る こ 、

と，発情前期の 直前 に粘 液 が 多 景 増 え る こ と ， 出生 直後

よ り性成熟期 まで多少 と も変化 の あ ろ こ と な ど が 分 っ

た
・巳

　44．わが産院に於ける予鷺 日超過 の 統計的観察

　　　　 （横濱市立産院）

　　　　　　　 竹下俊雄 ， 市川孝男 ， 中山方郎

　 我 ？〈 は ， 昭 和 27年 9 月 よ り昭和33年12月 ま で 当産院 で

分 娩 し，最終月 経 が 明 か で しか も月経周期が2τ一33日 の

此 較的整 ！辰な 屯の 奪選 び ・ 妊娠第 34週以降に 分 娩 した・S4

05例 に つ い て 分娩予定 日を 2 週 間以 上 超 過 した 所謂 遷 延

妊娠例の 頻度，年令，経産囘数，胎児 及び附屬物 に関す

る統計的観察 を行 い s 次の 成績 を得 た ．

　1） 在 胎 口数の 分 布 を み る と ， 妊娠第40週 （初産並び

に経産共） が 最 も多 く， こ れ を頂点とし て そ の 前後 に 正
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